
   社会福祉法人 飯南町社会福祉協議会 

社社協協だだよよりり 

  

大地震や豪雨などの自然災害は、人間の力ではくい止めることはできません。しかし、災

害による被害は、私たちの日頃の備えによって減らすことが可能です。 

２月２１日の福祉合同会議では、三瓶志学自主防災会 藤井好文会長を講師に招き研修会を

開催しました。平成３０年４月の島根県西部地震や自主防災会結成から１１年の経験をふま

え、災害時に備えた地域の取り組みについて丁寧に教えていただきました。福祉会と自治振

興協議会福祉担当役員をはじめ公民館や行政関係者が、いつ起こるか分からない災害に備え、

「自自分分ででででききるるこことと」「地地域域ででででききるるこことと」などについて一緒に考えました。 

    

  

～～誰誰ももがが安安心心ししてて暮暮ららせせるるままちちづづくくりりをを目目指指ししてて～～  

福福祉祉合合同同会会議議・・研研修修会会／／新新役役員員紹紹介介／／基基本本理理念念・・目目標標／／重重点点実実施施事事業業／／当当初初予予算算／／香香典典返返しし／／今今後後のの予予定定／／職職員員異異動動ののおお知知ららせせ／／  

赤赤いい羽羽根根共共同同募募金金公公募募助助成成事事業業ののおお知知ららせせ／／緊緊急急貸貸付付ののごご案案内内  
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「「一一人人ひひととりりののつつななががりりをを大大切切ににしし、、  

誰誰ももがが安安心心ししてて暮暮ららすすここととががででききるる福福祉祉ののままちちづづくくりり」」  

を地域福祉活動の使命として推進していきます。 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇基基 本本 理理 念念◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇  
 

新新役役員員・・新新評評議議員員紹紹介介（敬称略） 

《《就就  任任》》任任期期：：令令和和２２年年２２月月４４日日かからら令令和和３３年年のの定定時時評評議議員員会会のの終終結結のの時時ままでで  

      松松原原  操操  

「「頼頼らられれるる社社協協、、応応ええるる地地域域福福祉祉活活動動をを目目指指ししまますす」」  
 

 私たちが暮らす地域社会では、少子高齢化と人口減少が進み生活環境の変化に伴い福祉課題も複

雑・多様化してきています。 

 国では、制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や

地域の多様な主体が『我が事』として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』

つながることで、住民一人ひとりの暮らし、生きがい、地域を共に創っていく「地域共生社会」の

実現を基本コンセプトとし福祉制度改革が進められています。 

 当社協では、地域住民の皆様がいつまでも住みなれた地域で生きがいをもって暮らし続けられる

よう、本会の基本理念である「一人ひとりのつながりを大切にし、誰もが安心して暮らすことがで

きる福祉のまちづくり」を地域福祉活動の使命として推進します。 

◇◇◇◇◇◇基基 本本 目目 標標◇◇◇◇◇◇ 

総総務務課課  
法法令令をを遵遵守守しし、、信信頼頼性性・・透透明明性性をを確確保保ししたた適適切切なな法法人人

運運営営にに努努めめまますす。。  

①経営基盤の強化 

②根拠法令に添った法令順守に努めます 

③社協職員の人づくり 

④苦情解決への取り組み 

⑤飯南町共同募金委員会・日赤飯南町分区の取り組み 

保保育育所所運運営営受受託託  
町町のの保保育育方方針針、、保保育育内内容容をを基基本本ととしし、、社社協協のの基基本本理理

念念にに沿沿っってて、、保保育育所所運運営営をを行行いいまますす。。  

①保小中高一貫教育の基、自然体験活動事業・キャリア

パスポートの実践 

②産休明け保育に向けた体制整備 

③飯南町子育て支援事業の実施 

理理  

事事  

  

評評

議議

員員  

《《退退  任任》》～～長長いい間間おお世世話話ににななりり、、あありりががととううごござざいいままししたた～～  

      松松原原  操操  

《《就就  任任》》任任期期：：令令和和２２年年１１月月２２９９日日かからら令令和和３３年年のの定定時時評評議議員員会会のの終終結結のの時時ままでで  

      山山下下  英英次次  ・・  高高橋橋  正正好好  

地地域域福福祉祉課課  
分分野野をを超超ええたたネネッットトワワーーククのの形形成成をを図図りり、、住住民民のの思思いい

をを受受けけ止止めめてて寄寄りり添添いい、、地地域域のの生生活活・・福福祉祉課課題題にに向向きき

合合いい、、そそのの解解決決にに向向けけてて挑挑戦戦ししまますす。。  

①小地域福祉活動の推進 

②生活支援体制整備事業 

③総合相談事業の充実と強化 

④日常生活自立支援事業・法人後見事業 

⑤ボランティアセンター事業 

⑥ふれあいいきいきサロン事業 

⑦いーなんシルバーおたすけ隊事業 

⑧配食サービス事業 

⑨福祉教育推進事業 

⑩地域福祉諸団体との連携事業 

⑪単身高齢者、高齢者等世帯事業（高齢者の生きがいと

安心づくり事業） 

⑫生活福祉資金・民生融金相談受付貸付事業 

⑬災害時における災害ボランティアセンターの設置運営 



 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在在宅宅福福祉祉課課  

ああかかぎぎのの里里  居居宅宅支支援援課課  

◎◎通通所所介介護護事事業業係係  

住住みみ慣慣れれたた地地域域でで在在宅宅生生活活がが継継続続ででききるるよようう、、心心身身機機

能能のの維維持持とと、、介介護護者者のの負負担担がが軽軽減減ででききるるササーービビススをを提提

供供しし、、笑笑顔顔でで過過ごごししてていいたただだけけるるよようう努努めめまますす。。  
  

通通所所介介護護事事業業（（介介護護保保険険でで要要介介護護１１～～５５とと認認定定さされれたた方方））  

①通所介護計画・個別対応ﾏﾆｭｱﾙ（介護手順書）の作成 

②機能訓練の実施    ③自立支援と意欲の向上 

④口腔ケアの実施    ⑤園芸活動の実施 

⑥認知症の悪化防止   ⑦状態把握と悪化防止 

第第１１号号通通所所介介護護事事業業（（介介護護予予防防現現行行相相当当ｻｻｰーﾋﾋﾞ゙ｽｽ、、事事業業該該当当者者））  

①認知症予防、機能訓練の実施 

②自宅でできる介護予防の紹介 

③個別相談・生活相談 

来来島島高高齢齢者者生生活活福福祉祉セセンンタターー事事業業  

①居住部門      ②生活管理短期宿泊事業 

③冬期宿泊センター 

基基準準該該当当生生活活介介護護のの実実施施  

①６５歳未満の在宅障がい者の方に対する必要な介護の

提供 
  

「「自自分分のの大大切切なな人人」」をを安安心心ししてて託託すすここととががででききるるよよ

うう、、「「明明るるくく・・暖暖かかくく・・穏穏ややかかなな生生活活のの場場」」ととししてて、、

ここここにに住住んんでで良良かかっったたとと言言っってていいたただだけけるる施施設設をを

目目指指ししまますす。。  

①入居者の「思いや願い」を尊重したサービスの提供 

②「食」を楽しんでいただくため、経口摂取の維持と食

形態や嗜好調査 

③感染症対策の徹底・予防・啓発 

④口腔機能の維持・向上、嚥下機能の維持・向上  

⑤介護ロボットを活用した介護   

「「地地域域福福祉祉」」のの推推進進役役ででああるる社社会会福福祉祉協協議議会会のの相相談談援援

助助をを行行うう事事業業所所ととししてて「「気気軽軽にに相相談談でできき、、信信頼頼さされれ

るる事事業業所所」」をを目目指指ししまますす。。  

①介護保険における介護・介護予防サービス計画（ケアプ

ラン）作成 

②要介護認定訪問調査（雲南広域連合委託） 

③障害者総合支援法による計画相談支援 

④初期段階での相談対応（包括ブランチ業務） 

⑤家族介護者交流事業 

⑥包括支援センターとの連携・協働 

◎◎訪訪問問介介護護事事業業係係  

町町内内唯唯一一のの訪訪問問介介護護事事業業所所ととししててのの責責務務をを認認識識しし、、利利

用用者者ののニニーーズズにに沿沿っったたササーービビススのの向向上上にに努努めめ、、安安心心しし

信信頼頼ししてて利利用用いいたただだけけるるササーービビススのの提提供供をを行行いいまますす。。  
  

介介護護保保険険にによよるる訪訪問問介介護護事事業業  

①身体介護・生活援助等のサービス提供 

介介護護保保険険にによよるる第第 11 号号訪訪問問事事業業（（介介護護予予防防現現行行相相当当ササーービビ

スス、、事事業業対対象象者者））  

①身体介護・生活援助等のサービス提供 

障障害害者者総総合合支支援援法法にによよるる居居宅宅介介護護事事業業  

①身体介護・家事援助・通院等介助のサービス提供 

法法定定外外福福祉祉ササーービビスス事事業業  

①介護保険、障がい福祉サービスでは算定できない支援

の提供 

令和２年度 当 初 予 算（事業活動収支予算額） 



皆様の善意は飯南町の社会福祉のために、有効に活用させていただきます。 
（令和２年 1 月 1 日～令和２年 3 月 31 日受付分） 

※当法人は社会福祉法人であり、本寄附は所得税法第 78 条の寄附金控除の対象となる場合がありますので、当該領収書は大切に保管ください。  

飯南町社会福祉協議会では、広域を対象とした福

祉活動に対し、皆様からお寄せいただいた赤い羽根

共同募金を原資とする助成を行っています。 

 

■■助助成成金金額額    総総額額３３００万万円円  

■■受受付付期期間間    令令和和２２年年５５月月１１５５日日（（金金））  

 

詳細については、飯南町社会福祉協議会へお問い合

わせください。（TEL：７６－２１７０） 

  

    

香香
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【日程】13：30～15：30の間に行われます。 
６月１８日（木）  ８月２０日（木） 

【会場】来島保健センター 
島根県弁護士会派遣弁護士 

【日程】※いずれも 10 時～15 時の間に行われます。 
５月１３日 （水） 吉川相談員 
５月２７日 （水） 大上相談員 
６月１０日 （水） 吉川相談員 

☆☆法法律律相相談談  
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☆☆ひひききここももりり・・不不登登校校者者のの当当事事者者・・保保護護者者のの  
相相談談場場所所『『ぷぷららっっとと』』のの開開設設  

（
敬
称
略
） 

～～ 退退 職職 （（ RR 22 .. 33 .. 33 11）） ～～  

さつき保育所  田田原原  慶慶子子（再任用） 

赤 名 保 育 所  烏烏田田  勝勝信信 

地 域 福 祉 課  岸岸野野  綾綾子子 

～～新新規規採採用用（（RR22..44..11））～～  

赤 名 保 育 所  早早瀬瀬    蘭蘭    地 域 福 祉 課   小小野野  広広昭昭  

～～ 異異 動動 （（ RR 22 .. 44 .. 11 ）） ～～  

通所介護事業係   安安田田  隆隆志志  （旧 あ か ぎ の 里 看護職員） 

訪問介護事業係   瀬瀬戸戸  伸伸子子  （旧 あ か ぎ の 里 介護職員） 

あ か ぎ の 里   神神﨑﨑  雅雅美美 （旧 通所介護事業 介護職員） 

赤 名 保 育 所   田田部部  舞舞弥弥  （旧 さつき保育所 保 育 士） 

さつき保育所   難難波波    結結  （旧 来 島 保 育 所 保 育 士） 

さつき保育所   小小立立  波波菜菜  （旧 赤 名 保 育 所 保 育 士） 

さつき保育所   明明見見  愛愛美美  （旧 桜ヶ台保育所 調 理 員） 

【日程】月曜日・水曜日：１４時～１７時 
    金曜日    ： ９時～１７時 
【会場】来島保健センター 

  ごご寄寄附附ををいいたただだききあありりががととううごござざいいままししたた  

令和２年度 

赤い羽根共同募金 公募助成事業のお知らせ 

職職員員新新規規採採用用・・異異動動・・退退職職ののおお知知ららせせ  

■■対対象象者者 
新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により収

入の減少があり、緊急かつ一時的な生計維持のため

の貸付を必要とする世帯 
■■貸貸付付上上限限額額  
 １０万円以内（特例の場合は２０万円以内） 
■■措措置置期期間間 １年以内  ■■償償還還期期限限 ２年以内 
■■貸貸付付利利子子 無利子   ■■保保  証証  人人 不要 

 緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合

に、少額の費用の貸付を行います。 

※ケーブルテレビでお知らせします。 

法律相談・こもれび相談はそれぞれ事前予約が必要です。 

☆☆ここももれれびび相相談談（（心心配配事事相相談談））  

※※詳詳ししくくはは、、飯飯南南町町社社協協又又はは島島根根県県社社協協へへおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。  
        飯飯南南町町社社協協  ７７６６－－２２１１７７００  
        島島根根県県社社協協  ００８８５５２２－－３３２２－－５５９９５５３３ 

寄寄
附附
者者
名名  

住住  

所所  

故故  

人人  

名名  

靜


